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お知らせ ＆ 情報 1
January

月

男女共同参画社会について考えましょう
　互いの個性や生き方を尊重し、だれもが自分らしく生き生きと輝く人生を送ることができるのが「男
女共同参画社会」です。
　「男だから」「女だから」という周囲の決めつけや自分の思い込みによって、苦しい思いをしたり居
心地の悪さを感じたりしたことはありませんか？　性差にと
らわれることなく、一人ひとりが自分らしく生きられる明る
い社会を実現させるためにはどのようにすればいいのでしょ
うか。皆で考えてみませんか。

パネル展「男女共同参画社会って何だろう？」
　日時／ 1 月 21 日（日）午前 8 時 30 分～正午
　場所／綾町公民館文化ホールロビー
　　　　※ホールでは「女性の集い大会」が開催されます
　内容／「男女とも煌

きら

めいてこそ明るい社会」
　　　　「防災と男女共同参画」をテーマにしたパネルを展示

　■問い合わせ先／企画財政課　☎７７ ‐ ２９４８

男女共同参画に関する無料相談　☎60-1822

　老若男女を問わず相談をお受けします。匿名での相談も可能で、秘密は固く守られます。

相談内容の例
　・夫婦や家族、恋人についての悩み　　・子育てや介護に疲れている
　・体や性のことで不安がある　　・妊娠や不妊、更年期について悩みがある
　・セクシャルハラスメント（性的嫌がらせ）やストーカーに困っている
　・配偶者や恋人から暴力を受けている、束縛されている
　・性別を理由に仕事で重要な役割を与えられない　　　など

総合相談
　電話相談／月～金曜日の午前 9 時～午後 5 時、土曜日の午前 9 時～午後 4 時 30 分
　　　　　　（祝日・年末年始を除く）
　面接相談／電話相談の後、必要に応じて面接相談をお受けします

専門相談（要予約）
　弁護士による法律相談／第 3 火曜日の午後
　臨床心理士によるこころと生き方相談／偶数月第 4 火曜日の午後

　（県男女共同参画センター）
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

年末年始のごみ・資源物の収集、開場日のお知らせ

税に関する証明書についてのお知らせ

高齢者の交通事故が増えています　

エコクリーンプラザみやざきの年末年始の開場日
　年末は、12 月 30 日（土）の午前 8 時 30 分～午後 5 時までごみを受け入れます。年始は 1 月 4 日

（木）から開場します。
　なお、農業用の機具・用具・薬品などは受け入れられませんので、販売店にご相談ください。また、
古紙・古布・ガレキ類も搬入できません。インスリン注射器や注射針などの医療廃棄物については、専
門業者や医療機関に依頼してください。

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７ ‐ ３４６５

エコクリーンプラザみやざき　☎３０ ‐ ６５１１

税に関する証明書を本人以外が申請する場合
　税に関する証明には、個人または法人の秘密に関する事項が多く含まれているため、本人以外が申
請する場合には本人の委任状が必要ですが、次の証明書は、同一世帯（住民票が同一の世帯）の親族
であれば委任状の提出をしなくても申請できるように改めました。

・課税証明書　　・所得証明書　　・所得課税証明書　　・納税証明書　　・完納証明書

■問い合わせ先／総務税政課 町税係　☎７７ ‐ １１１３

　交通事故における高齢者の割合が年々増加しています。高齢者自身が、加齢に伴
う身体機能の変化を自覚し、注意して行動することが重要です。なお、運転免許証
を自主的に返納された場合、商品券（1 万円分）を交付します。詳しくはお問い合
わせください。
　
　・　夕暮れ時や夜の外出は、必ず明るい服装を身に付け、反射材や懐中電灯を携行しましょう
　・　道路の斜め横断は絶対に止めましょう
　・　70 歳以上のドライバーは、自家用車の前と後ろに高齢者マークを付けましょう
　

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７ ‐ ３４６６

収集・施設業務
12月 1月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

ごみ・資源物収集 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○
生ごみ収集 ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ×
堆肥工場 ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ×

エコクリーンプラザ
みやざき ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

※堆肥工場の開場時間／午前 9 時～午後 4 時
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

　県庁前を発着点とする 12 区間（総距離 39.2 ｋｍ）で争われるレースに、綾町代表として次のメ
ンバーが出場します。1 月 8 日（月・祝）午前 10 時に県庁前をスタートします。多くの皆さんの応
援をお願いします。

■問い合わせ先／社会教育課　☎７７ ‐ １１８３

　各地区から選出された子どもたちが、元気に駆け抜けます。沿道での皆さんのあたたかい声援をお
願いします。1 月 14 日（日）午前 10 時スタートです。

■問い合わせ先／社会教育課　☎７７ ‐ １１８３

第8回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会

第51回新春子ども駅伝大会　

区分 区間 氏名 学年 地区
監督 玉田ゆみ子 尾立

コーチ兼選手 押川　泰朗 麓

小学生男子
第1区　1.8ｋｍ

第9区　1.5ｋｍ

福留　幹隆 小６ 神下
黒木南旺人 小６ 昭和
藤村　星魁 小６ 西中坪

小学生女子
第8区　1.1ｋｍ

第11区　1.0ｋｍ

田中ユカリ 小６ 揚町
川越　美来 小５ 宮原
二方　稀帆 小５ 北麓

中学生
第5区　2.7ｋｍ

第7区　3.4ｋｍ

川上　弘翔 中２ 麓
渡邊　龍樹 中２ 揚町
田中李空耶 中１ 麓

高校生
第3区　5.0ｋｍ

第12区　5.7ｋｍ

冨永　好希 高３ 南麓
清水　勇斗 高３ 東中坪
永田　吉伸 高３ 古屋

一般
第6区　4.8ｋｍ

第10区　7.4ｋｍ

森崎　一志 宮原
北村　知也 中堂
平野　雄大 宮原

40～49歳 第4区　2.6ｋｍ
岩下　雅彦 北麓
黒木　明宏 揚町

50歳以上 第2区　2.2ｋｍ
押川　泰朗 麓
内山田隆司 揚町

区間・中継所 距離（m） 区分 予定時刻
1 町公民館～南俣保育所前 1,000 小学男子 10:00
2 南俣保育所前～中堂公民館前   700 小学低学年 10:03
3 中堂公民館前～上畑橋手前 1,100 女子 10:07
4 上畑橋手前～水源地前堤防 2,200 中学男子 10:12
5 水源地前堤防～立元診療所南堤防   900 小学女子 10:20
6 立元診療所南堤防～木森井堰北堤防 1,100 中学女子 10:23
7 木森井堰北堤防～南九州物流前 1,750 中学男子 10:29
8 南九州物流前～町体育館北側駐車場 1,300 小学男子 10:35
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ

20歳になったら国民年金

国保　限度額認定証について
　入院や外来で高額な医療費がかかる場合に限度額認定証を使用すると、保険内診療分の自己負担額
が限度額までとなります。交付を希望する人は、本人の保険証と世帯主の印鑑、本人と世帯主のマイ
ナンバーが分かるものを持参のうえ、役場で手続きをお願いします。

後期高齢者　減額認定証について
　入院や外来で高額な医療費がかかる場合に減額認定証を使用すると、保険内診療分の自己負担額が
限度額までとなり、食事代も減額されます。交付を希望する人は本人の保険証と印鑑、マイナンバー
が分かるものを持参のうえ、役場で手続きをお願いします。なお、世帯全員が住民税非課税の人のみ
交付の対象となります。対象になるか分からない場合は、事前に福祉保健課へご相談ください。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７ ‐ １１１４

　日本国内に居住する 20 歳以上 60 歳未満は、国民年金に加入し、国民年金の保険料を納めること
になります。

国民年金（基礎年金）３つのメリット
　・　老後を支えます（老齢基礎年金）
　・　病気やけがで障害の状態になった時に支えます（障害基礎年金）
　・　加入者が亡くなったとき、子のある妻・子を支えます（遺族基礎年金）

学生納付特例制度と納付猶予制度
　収入がなく保険料の支払いが難しい場合は、「学生納付特例制度」「納付猶予制度」などの保険料
納付猶予制度があります。承認された期間は、老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入さ
れますが、年金額には反映されません。しかし、収入を得られるようになり保険料の納付が可能と
なった時に「追納制度」を利用すれば、将来受け取る年金を増額できます。

　・　学生納付特例制度
対象は、学校教育法に規定のある大学・大学院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校お
よび各種学校（修業年限１年以上）、一部の海外大学の日本分校に在学する学生で、本人の所得
が一定額以下の場合、保険料の納付が猶予される制度です。

　・　納付猶予制度
学生でない 50 歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、保険料の納付
が猶予される制度です。

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７ ‐ １１１４、宮崎年金事務所　☎５２ ‐ ２１１１

限度額認定証の申請が必要な人
・　70歳未満の人　　　・　70歳以上で住民税が非課税世帯の人
　※ 70 歳以上で住民税が課税されている人は、保険証で限度額が分かるようになっているため申請は不　　　

要です
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Information 〜お知らせ＆情報〜　

　高齢者の生きがいや健康づくり、地域間交流を図り、心豊かに生きる健康長寿社会を目指すため、毎
年開催されています。競技種目の多くは、富山県で開催予定の全国健康福祉祭の予選会を兼ねていま
す（表の○が付いている種目）。ぜひご参加ください。

　参加資格／ 60 歳以上（昭和 34 年 4 月 1 日以前に生まれた人）
　申込期間／ 2 月 1 日（木）～ 28 日（水）　郵送の場合は 2 月 28 日（水）の消印有効
　開 催 日／ 5 月 20 日（日）、ミニテニス競技・ゴルフ競技は 5 月 21 日（月）
　会　　場／県総合運動公園ほか
　参 加 料／ 500 円（参加決定後、郵便局で振り込み）
　申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、福祉保健課または県社会福祉協議会に提出してください
　　　　　　※申込用紙・競技実施要項は市役所や役場にあります
　　　　　　　県社会福祉協議会ホームページからもダウンロードできます　http://www.mkensha.or.jp

　ねんりんピック実施種目（詳しくは競技実施要項をご覧ください）

■問い合わせ先／県社会福祉協議会 長寿社会推進センター　☎３１ ‐ ９６３０

　籾田孝一さん（古屋地区）が法務大臣表彰を受賞されました。
　籾田さんは平成 17 年 10 月から 12 年にわたり、人権擁護委員とし
て人権相談や人権啓発活動など、地域における人権思想の普及・高揚
に尽力されました。また、県人権擁護委員連合会副会長や宮崎人権擁
護委員協議会副会長などを歴任されたことから、同委員の活動けん引
や組織の発展にも貢献された功績が認められ、贈られたものです。
　また、4 期 12 年間務められた籾田さんが任期満了で退任され、谷
口秀典さん（西中坪地区）が新しく人権擁護委員として法務大臣から
任命されました。
　綾町の人権擁護委員として、早川ゆりさん（立町地区）、中村清久さ
ん（立町地区）との 3 人で、人権相談や人権尊重の思いやりの心を広
めるための啓発活動などを担われることになります。

■問い合わせ先／町民生活課　☎７７ ‐ ３４６６

宮崎ねんりんピック2018の参加者募集

人権擁護委員の表彰・交代のお知らせ

○ ラージボール卓球 ○ ソフトバレーボール ○ ラグビーフットボール

○ テニス ミニテニス ○ パークゴルフ

○ ソフトテニス ○ 弓道 ○ 水泳

○ ソフトボール ○ 剣道 卓球バレー

○ ゲートボール なぎなた ○ ダンススポーツ

○ ペタンク ○ 太極拳 還暦軟式野球

ターゲット ･ バードゴルフ 四半的弓道 ○ 囲碁

○ グラウンド・ゴルフ ○ ボウリング ○ 将棋

バウンドテニス ○ ゴルフ ○ 健康マージャン

ミニバレーボール ○ サッカー
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77-0180綾てるは図書館

おたのしみ福袋（本の福袋）

　お正月にちなんだ絵本や

お勧めの小説など、選りす

ぐりの本を福袋に入れて用

意します。今回はおみくじ

も入れる予定です。運試し

にいかがですか？１月 5 日

（金）から貸出開始です。

「お笑いライブ上映会」中止のお知らせ
　1 月 6 日（土）に企画していた「お笑いライブ上

映会」は都合により中止します。

チェロミニコンサート

　11 月 5 日にみやざ

きチェロ協会による

チェロミニコンサー

トが開催されました。

　チェロの深く温か

な音色が館内に響き

わたり、聴き入る人の心に癒しと安らぎが届けられ

ました。

機内誌が館内で閲覧できます！

　航空会社の機内誌「ソラタ

ネ」「翼の王国」、「SKYWARD」、

「JR 九州の情報誌」を「くらし

のコーナー」で閲覧できるよう

になりました。

　観光地までのアクセス方法や旅行の計画などを調

べる際に、ぜひご活用ください。

「利用者が選書し、購入する本」が決定しました！
　10 月の読書週間に投票を行いました。325 人の

投票により、購入する本が決定し、1 月から展示し

ます。ぜひご利用ください。

1月の休館日 毎週月曜日、9日（火）

おすすめの本

※年末年始の休館日/12月29日（金）～1月4日（木）
※8日（月・祝）は祝日開館

お知らせ1月のイベント　

報告

[ 一般書 ]
○小さな大世界史
○知識ゼロからの CG で読む三国志の戦い
○なぜか好かれる人の「ちょうど良い礼儀」
○息切れで悩む COPD
○なぜあなたの疲れはとれないのか？
○日本の最も美しい町
○たのしいクロスステッチ BOOK
○銀河鉄道の父
○星ちりばめたる旗
○血縁
○湖底の城　第 8 巻
○失恋バスは謎だらけ
○さらさら流る

[ 児童書 ]
○卒業しよう！めんどくさがり
○大人になったらしたい仕事
○くだものいっぱい！おいしいジャム
○にちようびは名探偵　　　　　　　　　　　
○まほうのゆうびんポスト　　　　　　
○おてんとうさまがみてますよ
○パジャマでぽん！
○ルラルさんのだいくしごと

※ほかにもたくさんの本が入っています

おはなし会
　■日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

子ども映写会（毎月第 3土曜日）
　■日時／ 1 月 20 日（土）午後 2 時 30 分～ 4 時

　■上映作品／「パッチ・アダムス」

てるはおはなし会（毎月第 3日曜日・雨天中止）
　■日時／ 1 月 21 日（日）

　　　　　午前 11 時 30 分～ 11 時 50 分

　■場所／綾馬事公苑

乳幼児スマイルタイム
　■日時／毎週火曜日 午前 9 時～ 11 時

　■場所／幼児コーナー

門井　慶喜／著
小手鞠　るい / 著

長岡　弘樹 / 著
宮城谷　昌光 / 著

森沢　明夫 / 著
柚木　麻子 / 著

杉山　亮 / 作
やまだ　ともこ / 作
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77-1154子育て支援センター

10 日（水）　わくわく広場　　　　　　　　　　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／お正月遊び

羽根つき・たこ揚げ・コマ回し・すごろく・かるた

など、お正月ならではの遊びを皆で楽しみましょう。

　　　　　　　

17 日（水）　親子教室「コアラ」　　　　　　　　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／火災訓練

中坪保育所と合同で行います。消火器の取り扱い

訓練もあります。この機会にぜひ体験してみてく

ださい。消防車や救急車も来る予定です。

24 日（水）　ゆったり子育て教室　　　　　　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／鬼のお面づくり

節分に手づくりのお面で豆まきをしませんか？福

がたくさん舞い込みますように！材料はセンター

で準備します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

31 日（水）　誕生会　　　　　　　

■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内　容／ 1 月生まれのお友達の誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

1月の行事
冬の感染症はせきに注意！

親子教室「コアラ」　イモ掘り

空気の乾燥や低温が風邪を招く
　冬は、低温・低湿度を好む
細菌やウイルスの活動が活発
になります。そのうえ、乾燥
した空気が鼻やのどの粘膜の
働きを弱め、寒さで体力が低
下しがちなため、気道感染症、
いわゆる風邪がはやりやすいのです。
　せきは風邪の代表的な症状で、しかもウイル
スや細菌を排出する感染源にもなります。子ど
もは抵抗力が弱く、密着して遊ぶことが多いた
め、感染が広がりやすくなります。

悪化しやすい子どものせき
　せきを起こす病気として注意したいのが、
RSウイルス感染症やクループ症候群、インフ
ルエンザなどです。特にRSウイルス感染症と
インフルエンザは、鼻からのどにかけての上気
道から始まり、悪化すると気管支炎、肺炎へと
進むおそれがあります。
　子どもは大人に比べて気管が細く、内部が狭
いため、早くから息苦しさを感じたり、呼吸困
難に陥ったりする危険があります。軽く考えず
に、適切に対応することが重要です。

※上気道感染／鼻からのどにかけて感染が起こる状
態で、いわゆる風邪のこと

※下気道感染／気管支炎や肺炎など、炎症が気道の
奥まで及んだ状態（上気道感染より
重い状態）

危険な子どもの下気道感染
　大人の気道は内部の直径が 10㎜ほどあるの
に比べ、幼児は 3～ 3.5㎜しかありません。炎
症で内部がむくんだり、分泌物（たん）が付着
したりすると、内部がますます狭くなり、息苦
しさを招いたり、最悪の場合は閉塞して窒息を
招くおそれがあります。身近な症状だけに、見
逃さないようにしましょう。

お誕生おめでとう
11月1日～30日に受付のあったお子さんです

弓削 結南 ちゃん ［女］ H29.10.26 生
（ゆげ ゆいな） 保護者：康弘さん ［宮原］

小西 芽愛 ちゃん ［女］ H29.11.21 生
（こにし めい） 保護者：俊成さん ［立町］

今月のPHOTO
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77-0195健康センター

無医地区巡回診療
広沢地区
　1月12日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　1月12日（金）午後1時～1時45分

　高齢者を対象にインフルエンザ予防接種を実施し

ていますが、インフルエンザワクチンの不足より、

希望者が実施期間内に接種できない状況が出ている

ため、期間を延長します。接種を希望する人は、か

かりつけ医にご相談ください。

■対象者／① 65 歳以上の人

② 60 ～ 65 歳未満で、心臓・腎臓もしく

は呼吸器の機能の障害またはヒト免疫

不全ウイルスにより免疫の機能に障が

いがあり、身体障害者 1 級を持つ人

■期間／ 1 月 31 日（水）まで

　　　　※当初の予定から 1 カ月延長します

■料金／ 1,200 円

■その他／保険証、健康手帳をご持参ください

乳児相談（おっぱい・育児相談）
　■日時／ 1 月 12 日（金）午後 1 時 15 分～

　■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオルをお持ちください

おっぱい相談
　■日時／ 1 月 25 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はタオルをお持ちください

離乳食教室②（5～ 11カ月児）
　■日時／ 1 月 25 日（木）午後 1 時～

妊婦・乳児に関する検診・相談 高齢者インフルエンザ予防接種

お達者クラブ
実 施 日 地　区 実 施 日 地　区

9日（火） 中堂 18日（木） 西中坪・麓

10日（水） 四枝・立町 19日（金）東中坪・北麓

11日（木） 上畑・神下 23日（火） 宮原

12日（金） 古屋 24日（水） 宮谷

16日（火）南麓・二反野 26日（金） 昭和

17日（水） 揚町

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099

インフルエンザにご注意ください
　1～3月はインフルエンザ流行のピークです。家

庭や職場で次のことを心掛けましょう。

①　外出時は人ごみを避けましょう

②　帰宅時には手洗い、うがいをしましょう

③　せきやくしゃみが出る人は

マスクを着用しましょう

④　症状（急な発熱、せきやのど

の痛みなど）があるときは

早めに医療機関を受診しま

しょう

認知症連携パス「オレンジ手帳」を利用しませんか
　オレンジ手帳は、認知症となったときでも自分や家族が望む最適な医療・介護サービスを切れ目な
く受け、住み慣れたまちで安心して暮らせるよう支援するためのものです。オレンジ手帳に健康保険
証・お薬手帳・介護保険証などを入れて利用することで、オレンジ手帳に記入した内容を医療・介護
関係者と共有することができます。詳しくは福祉保健課（☎ 77 ‐ 1114）または地域包括支援セン
ター（☎ 77 ‐ 3141）へお問い合わせください。

オレンジ手帳に記録できる主な内容
　・氏名、生年月日　・家族構成、住環境　・略歴（故郷、趣味、好きなこと、嫌いなものなど）
　・家族の連絡先　・かかりつけ医　・これまでにかかった病気、治療中の病気
　・目や耳などの状況　・もの忘れの状態　・認知症症状のチェック表　・家族の思い
　・医療についての要望（できるだけ分かりやすく説明してほしい、など）
　・介護についての要望（自分でできることは自分でやらせてほしい、など）
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77-0100有機農業開発センター

　有機農業推進大会は 11 月 12 日、綾町公民館

文化ホールで開催されました。この大会は、消

費者の皆さんに綾町の自然生態系農業について

知ってもらい、消費者と生産者が交流を深める

ために 29 年前から開催されているものです（綾

町有機農業会議主催）。

　大会では、綾町の農業に貢献された二反野支

部、児玉ミチ子さん（中堂地区）、株式会社なが

やま（本社・都城市）、大垣浩さん（東中坪地

区）が表彰された後、綾町農協青年部の川上富

師郎さん（北麓地区）が「自然に生きる」と題

して発表をしました。

　また、電通国際情報サービス（東京都）がブ

ロックチェーンという仕組みを活用して綾町の

農家と行っている実証実験について報告したほ

か、綾・農業寺子屋（押田明校長）と綾町農業

の未来を考える会（北野将秀会長）が活動紹介を行い、綾町の自然生態系農業の多様な取り組みや農業生産者

の思いが、約 450 人の消費者の皆さんに伝えられました。

　基調講演では、高知大学の石川勝美教授が「機能水利用と農業イノベーション」をテーマに「麦飯石により

活性化された水の利用は、有機農業分野においてさまざまな効果が期待される」と事例を紹介しながら話され

ました。

　大会後に武道館であった「食のふれあい広場」には、有機農業婦人部（17 支部）が早朝から用意した色とり

どりの郷土料理が並び、歓声があがりました。宮崎市から参加した女性グループは「入口にあった野菜で作ら

れたオブジェが、農業のまち・綾町らしくてとてもいいと思いました。また、手づくりの料理は、素材のおい

しさを感じられるものばかり。毎年楽しみに参加しています」と話していました。

　会場周辺では、新鮮な野菜や米、果物などの販売ブースなどが立ち並び、多くの買い物客でにぎわっていま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　12 月 4 日、スイートスプリングの生産農家の代表が前田町

長にスイートスプリングを贈呈し、今年の出来などについて報

告されました。

　福岡裕二さん（割付地区）は、「とても甘くみずみずしいス

イートスプリングが生産できています。贈答品や、ふるさと納

税の返礼品としてもぜひ活用してほしい。たくさんの人に、綾

町産スイートスプリングのおいしさを知ってもらえたら」と話

されていました。前田町長は早速、試食し「甘くておいしいス

イートスプリングは、綾町自慢の特産

品。町を挙げて全国に売り込みたい。ますますおいしい商品づくりに期待します」と

激励の言葉を掛けました。

　化粧箱入り（5kg）、段ボール箱入り（5㎏、10kg）などがあります。詳しくは、JA

綾町へお問い合わせください。
■問い合わせ先／ＪＡ綾町　☎７７ ‐ １２１２

有機農業まつり・有機農業推進大会

スイートスプリングの出荷が始まりました　　
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タ
ヌ
キ

　

平
成
30
年
の
え
と
は
戌い
ぬ

で
す
ね
。
戌

年
に
ち
な
ん
で
、
綾
に
住
ん
で
い
る
野

生
の
イ
ヌ
の
仲
間
・
タ
ヌ
キ
を
紹
介
し

ま
す
。

　

昔
話
や
こ
と
わ
ざ
に
登
場
す
る
ほ
ど

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
タ
ヌ
キ

は
、
ほ
か
の
イ
ヌ
の
仲
間
に
比
べ
て
体

が
ず
ん
ぐ
り
し
て
い
ま
す
。
小
動
物
や

果
物
な
ど
何
で
も
食
べ
る
た
め
、
人
里

近
く
で
も
た
く
ま
し
く
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
い
へ
ん
臆
病
で
、
少
し

の
物
音
や
光
に
驚
い
て
動
け
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
た
ぬ
き
寝

入
り
」と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
不
幸
に
も
道
路
で
交
通
事
故

に
あ
う
タ
ヌ
キ
も
多
く
い
ま
す
。
戌
年

は
、
こ
の
身
近
な
住
民
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
る

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

大
学
院
生
の
研
究
が
ス
タ
ー
ト

森
の
復
元
の
カ
ギ
に

　

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情

報
学
府
の
堀
口
悠
太
さ
ん
が
、
11

月
1
日
～
12
月
8
日
ま
で
綾
町
に

滞
在
し
て
森
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
内
の
少
し
高
い
場
所
に
あ
る

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
は
、
伐

採
す
る
と
、
人
工
林
に
な
る
前
に

生
え
て
い
た
カ
シ
や
タ
ブ
ノ
キ
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
が
一
斉

に
育
ち
林
を
つ
く
り
ま
す
。
し
か

し
中
に
は
、
ユ
ズ
リ
ハ
だ
け
が
占

め
る
林
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
厚
く
大
き
い
葉
を
持
つ

ユ
ズ
リ
ハ
が
優
占
す
る
林
の
中
は

日
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
た
め
暗
く
、

ほ
か
の
植
物
は
ほ
と
ん
ど
育
ち
ま

せ
ん
。

　

堀
口
さ
ん
は
、
こ
の
事
例

の
よ
う
に
伐
採
後
に
特
定
の

樹
種
の
み
で
構
成
さ
れ
る
森

林
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
着

目
し
、
そ
の
原
因
や
仕
組
み

の
解
明
を
調
査
研
究
し
て
い

ま
す
。
研
究
成
果
は
修
士
論

文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
予

定
で
す
。

　
「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
照
葉
樹

林
の
復
元
が
始
ま
っ
て
12
年

が
経
ち
ま
す
。そ
の
中
で
、ド

ン
グ
リ
の
な
る
木
や
タ
ブ
ノ

キ
な
ど
が
芽
生
え
る
数
を
増
や
し
、

確
実
に
育
て
る
方
法
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
シ
カ
の
食

べ
な
い
ユ
ズ
リ
ハ
が
伐
採
初
期
に

い
っ
せ
い
に
発
芽
し
、
そ
の
場
所

を
独
占
で
き
る
要
因
な
ど
は
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

堀
口
さ
ん
の
研
究
は
、
先
人
た

ち
が
残
し
て
き
た
照
葉
樹
林
を
守

り
、
復
元
を
進
め
る
カ
ギ
と
な
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
ユ
ズ
リ
ハ
の

よ
う
な
シ
カ
の
食
べ
な
い
木
、
成

長
の
早
い
木
と
ほ
か
の
照
葉
樹
が

共
存
で
き
る
方
法
の
解
明
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
調
査

研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

ど
ん
な
結
果
が
出
て
く
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　

ユ
ネ
ス
コ  
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
77
‐
３
４
８
２
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一
般
寄
付寄付

者
／
物
品
（
地
区
名
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

板
垣
靖
一
郎
／
果
物
（
昭
和
）

德
弘　

正
榮
／
果
物
（
揚
町
）

佐
藤　

浩
策
／
介
護
用
品
（
麓
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

淵
上　

孝
子
／
ミ
カ
エ
（
北
麓
）

福
田
加
代
子
／
松
吉
（
神
下
）

佐
藤　

浩
策
／
マ
ス
子
（
麓
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
11
月
1
日
～
30
日
受
付
分
）

福
祉
バ
ザ
ー

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

２
月
11
日
（
日
）
に
開
催
予
定
の
「
綾
町
公
民
館
・
社
会
福

祉
・
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
」
の
終
了
後
、
福
祉
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
２
月
９
日
（
金
）
ま
で

◎
受
付
窓
口
／

・
福
祉
保
健
課

　

☎
77
‐
１
１
１
４

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

　

☎
77
‐
３
０
６
６

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
２
０
０
５

・
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
１
１
３
３

（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

生
涯
学
習
教
室

「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

み
や
ざ
き
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン
の
一
口
に

体
の
中
で
あ
が
る
波
し
ぶ
き

昨
日
ま
で
襁む

つ
き褓
を
我
が
取
り
替
え
し

ホ
ー
ム
の
翁お

き
な

棺ひ
つ
ぎ

に
白
し
　
　

山
本
　
節
子
さ
ん
（
中
堂
地
区
）

み
や
ざ
き
ワ
イ
ン
短
歌
大
会
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
（
選
者
／
伊
藤
一
彦
氏
・
俵
万
智
氏
）

第
29
回
（
平
成
29
年
）
葉
桜
賞
佳
作
受
賞
作
品
（
選
者
／
大
口
玲
子
氏
）

鈴
木
み
ち
子
さ
ん
（
昭
和
地
区
）

　

宮
崎
産
の
ワ
イ
ン
を
一
口
飲
ん
だ
時
の
味
。
料
理
や
飲
み
物
の
お
い
し
さ
を
言
葉
で
表
現

す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
「
波
し
ぶ
き
」
と
と
ら
え
た
作
者
の
感
性
が
光
る
。
口

中
か
ら
じ
わ
っ
と
胃
の
中
に
沁し

み
込
ん
で
い
く
経
験
は
だ
れ
し
も
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

こ
の
よ
う
な
比ひ

ゆ喩
で
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
秀
逸
で
あ
る
。

　

介
護
と
葬
送
の
二
つ
の
場
面
が
詠う
た

わ
れ
て
い
る
。
心
を
こ
め
て
手
厚
く
介
護
し
て
き
た
翁

と
の
突
然
の
別
れ
。
悲
し
く
て
悔
し
い
は
ず
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
心
情
を
あ
か
ら
さ
ま
に
吐

露
す
る
の
で
は
な
く
、
昨
日
ま
で
襁
褓
を
取
り
替
え
て
い
た
と
い
う
実
景
を
詠
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
下
の
句
の
「
白
し
」
が
い
ち
だ
ん
と
哀
し
み
を
誘
う
。
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検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
１
月
30
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
４
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
有
期

労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
て
通
算
５

年
を
超
え
た
と
き
、
労
働
者
の
申

し
込
み
に
よ
り
無
期
労
働
契
約
に

転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
有
期
労

働
契
約
者
に
は
無
期
労
働
契
約
の

申
込
権
が
発
生
し
ま
す
。
対
象
は
、

有
期
労
働
契
約
が
同
一
の
会
社
で

通
算
５
年
を
超
え
る
労
働
者
で
す
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の
対
応
は
、

中
長
期
的
な
人
事
管
理
も
踏
ま
え
、

無
期
転
換
後
の
役
割
や
労
働
条
件

な
ど
を
検
討
し
、
社
内
規
定
を
整

備
す
る
な
ど
一
定
の
時
間
を
要
し

ま
す
。
有
期
契
約
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
る
場
合
は
、
早
急
に
準
備

に
取
り
掛
か
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
38
‐
８
８
２
１

　

民
事
調
停
と
は
、
話
し
合
い
で

問
題
解
決
を
図
る
裁
判
所
の
手
続

き
で
す
。「
取
引
先
に
代
金
を
払
っ

て
ほ
し
い
」「
敷
金
を
返
し
て
も
ら

い
た
い
」「
隣
に
静
か
に
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
困
り
ご
と
が
あ
る
場

合
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
手
続
き
が
簡
単

・
費
用
が
安
い

・
解
決
が
早
い

・
裁
判
官
と
調
停
委
員
が
間
に

入
っ
て
話
し
合
い

・
判
決
と
同
じ
効
果

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
裁
判
所

☎
23
‐
２
２
６
３

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
℃
以
下
に
な
る
と
凍
結
や
破
裂

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
風
が
強
く

当
た
る
と
こ
ろ
や
水
道
管
が
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

注
意
が
必
要
で
す
。

凍
結
か
ら
守
る
た
め
に

　

水
道
管
を
保
温
材
で
覆
い
、
濡

れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
巻
き
ま
す
。
特
に
寒
い
夜
に
は
、

少
量
の
水
を
出
し
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
凍
結
防
止
に
な
り
ま
す
。

水
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

蛇
口
を
開
け
て
か
ら
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く

り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
は
、蛇
口
や
水
道
管
の
破
裂
・

ひ
び
割
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
、

掛
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
で
水
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
家
の
中
の
す
べ
て
の

水
が
止
ま
り
ま
す
。
早
め
に
給
水

装
置
工
事
指
定
店
に
修
繕
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査 お
知
ら
せ

お 

願 

い

国際交流の輪 広げて
　友好交流都市として交流を続けている韓国・鎮安
郡から、11 月 22 日～ 24 日、同郡議会運営行政委
員長や同郡職員など 6 人が来町されました。
　期間中、訪問団は工芸まつりや大吊橋などを視察。
ミカン狩り体験では「綾のミカンは甘くてジュー
シー。韓国ではミカンは貴重なので、感激した」と
顔をほころばせていました。
　また交流会では、酒杯を交わしながら「これから
も地道に交流を」「民間レベルでの交流を増やす必要がある」などと
今後の展望を語り合いました。日高幸一議長は「10 月に鎮安郡を訪
れた際には大歓迎を受け、本当にうれしかった。綾町の心尽くしの
おもてなしを楽しんでもらえたら。韓国は、物理的な距離も心の距
離も思っていたよりずっと近いと感じた」と話し、交流会は大いに
盛り上がりました。
　訪問団は綾町の印象について、「小さい町の中にいいものが凝縮さ
れている。発信力があって参考になる」と述べられました。

くらしの情報［ 1 月 ］

無
期
転
換
の
準
備

進
め
て
い
ま
す
か

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

民
事
調
停
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

15 広報あや



◎
給
水
装
置
工
事
指
定
店
／

・
尾
原
電
気
水
道
商
会

　

☎
77
‐
０
２
０
６

・
小
野
建
材

　

☎
77
‐
１
１
５
０

・
西
郷
設
備
工
業

　

☎
77
‐
０
３
８
９

・
綾
友
建
設

　

☎
77
‐
１
０
８
２

・
溝
口
建
設

　

☎
75
‐
１
０
８
８

・
ト
ク
ホ
建
設

　

☎
77
‐
０
０
２
８

・
冨
川
設
備

　

☎
30
‐
７
２
２
１

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
３
４
６
７

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
人
権
擁
護
委
員
／
早
川
ゆ
り
、

　

中
村
清
久
、
谷
口
秀
典

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
‐
５
１
２
４

　

平
成
30
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
対
象
者
／

・
綾
町
居
住
者
で
、
有
能
な
資
質

が
あ
り
、
向
学
心
に
富
み
、
心

身
と
も
に
健
全
な
人

※
保
護
者
に
各
種
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と

◎
保
証
人
／

・
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

・
年
齢
が
奨
学
資
金
申
請
年
度
末

時
点
で
満
65
歳
以
下
の
人

※
各
種
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◎
貸
付
金
（
無
利
子
）
／

・
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
・
各

種
学
校
生　

月
額
３
万
円

・
私
立
高
校
生 

月
額
２
万
５
千

円
・
公
立
高
校
生 

月
額
２
万
円

・
交
通
費
貸
付
（
高
校
生
の
み
）

　

月
額
１
万
円

※
奨
学
資
金
へ
の
上
乗
せ
可

・
入
学
支
度
金
貸
付
（
綾
小
・
中

学
校
入
学
前
に
２
万
円
程
度
を

貸
付
、
入
学
後
に
就
学
援
助
費

で
返
済
、
保
証
人
不
要
）

・
進
学
支
度
金
（
高
校
・
専
修
・

　

短
大
・
大
学
な
ど
へ
進
学
を
見

込
む
世
帯
に
貸
付
、
５
年
以
内

に
月
賦
で
返
済
、保
証
人
不
要
）

※
限
度
額
10
万
円

◎
返
済
方
法
／

　

入
学
支
度
金
・
進
学
支
度
金
を

除
き
、
貸
付
終
了
の
６
カ
月
後

か
ら
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間

内
に
返
済
し
て
く
だ
さ
い

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
平
成
28
年
分

の
所
得
証
明
書

◎
申
込
期
限
／
３
月
28
日
（
水
）

※
返
還
債
務
の
一
部
を
免
除
す
る

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

教
育
総
務
課
☎
77
‐
１
１
８
３

第
18
回
雛
山
ま
つ
り

◎
開
催
期
間
／
２
月
24
日
（
土
）

～
３
月
４
日
（
日
）

雛
行
列

◎
開
催
日
／
３
月
４
日
（
日
）

◎
集
合
／
綾
町
商
工
会
に
午
前
11

時
◎
開
始
時
間
／
午
後
１
時
30
分

◎
募
集
内
容
／

①
お
内
裏
さ
ま
・
お
雛
さ
ま
役
を

務
め
る
未
婚
の
男
女
１
組

・
募
集
締
切
／
１
月
９
日
（
火
）

②
稚
児
行
列
に
参
加
す
る
４
～
６

歳
児
80
人
（
性
別
不
問
）

・
募
集
締
切
／
１
月
31
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

・
参
加
料
／
１
千
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協

会
は
、
海
外
生
活
を
通
し
て
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
７

コ
ー
ス
の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。

◎
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語

研
修
、
文
化
交
流
、
野
外
活
動

な
ど

◎
研
修
先
／
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
◎
日
程
／
３
月
22
日
（
木
）
～
４

月
４
日
（
水
）
の
う
ち
６
～
10

日
間

◎
対
象
／
小
学
３
年
生
～
高
校
３

年
生（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

◎
定
員
／
10
～
20
人

◎
参
加
費
／
22
万
８
千
円
～
45
万

　

８
千
円

◎
申
込
締
切
／
２
月
１
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

Ｅ
メ
ー
ル　

in
fo

@
kskk.o

r.jp

　

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

は
、
平
成
30
年
度
の
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
同
校
は
県
が
設

置
し
た
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

で
、
入
校
料
・
授
業
料
は
無
料
で

す
。

◎
募
集
科
／
建
築
科
、
塗
装
科

◎
訓
練
期
間
／
１
年

◎
応
募
資
格
／
平
成
30
年
３
月
の

常
駐
人
権
相
談
所

募　

集

くらしの情報［ 1 月 ］

綾
雛
山
ま
つ
り
の
雛
行
列

参
加
者
募
集

春
休
み
海
外
研
修
の

参
加
者
募
集

県
立
産
業
技
術
専
門
校

高
鍋
校
の
入
学
生
募
集

綾
町
育
英
会
の
奨
学
生
募
集

人
権
擁
護
委
員
紹
介

相　

談
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くらしの情報［ 1 月 ］

中
学
校
卒
業
予
定
者
お
よ
び
中

学
校
卒
業
者
と
同
等
の
学
力
を

有
し
、
建
築
ま
た
は
塗
装
分
野

に
就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
35
歳

未
満
の
人

◎
募
集
人
数
／
各
科
20
人

◎
申
込
方
法
／
願
書
な
ど
必
要
書

類
を
１
月
12
日
（
金
）
～
31
日

（
水
）ま
で
に
同
校
に
直
接
持
参

ま
た
は
郵
送

◎
選
考
試
験
／
筆
記
試
験
、
職
業

適
性
検
査
、
面
接

◎
試
験
日
時
／
建
築
科
は
２
月
13

日
（
火
）、
塗
装
科
は
３
月
20

日
（
火
）
で
い
ず
れ
も
午
前
９

時
開
始

◎
受
験
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
立
産
業
技
術
専
門
校
高
鍋
校

☎
０
９
８
３
‐
23
‐
０
５
２
３

　

放
送
大
学
は
国
が
設
置
し
た
正

規
の
通
信
制
大
学
で
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
３
０
０
以
上

の
科
目
は
す
べ
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
30
年
度
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
料
請

求
は
無
料
で
す
。

◎
出
願
期
間
／
第
１
回
は
２
月
28

日
（
水
）
ま
で
、
第
２
回
は
３

月
20
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
／

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

　

新
年
へ
の
願
い
を
込
め
て
、
鐘

を
つ
き
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
ト
イ
レ
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
日
時
／
12
月
31
日
（
日
）
午
後

11
時
～

※
整
理
券
を
10
分
前
か
ら
配
布

◎
場
所
／
綾
小
学
校
鐘
つ
き
堂

◎
人
数
／
先
着
１
０
８
人

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

☎
77
‐
０
０
０
９
（
綾
小
学
校
）

　

成
人
証
書
の
授
与
や
記
念
撮
影

を
行
い
ま
す
。
皆
で
門
出
を
祝
い

ま
し
ょ
う
。

◎
日
時
／
１
月
３
日
（
水
）
午
前

９
時
40
分
開
式

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー　

ル
■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

町
内
の
企
業
や
事
業
所
、
団
体

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
町
の

躍
進
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
親
睦

交
流
を
図
り
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
４
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～

◎
場
所
／
酒
泉
の
杜

※
送
迎
バ
ス
は
午
前
10
時
に
役
場

前
出
発

※
参
加
申
込
は
締
め
切
り
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
商
工
会
☎
77
‐
０
０
１
７

　

一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
６
日
（
土
）
午
前

７
時
30
分
パ
レ
ー
ド
開
始
、
８

時
開
式

◎
場
所
／
綾
南
川
三
本
松
橋
下
流

河
川
敷
（
雨
天
の
場
合
は
町
体

育
館
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
消
防
管
財
係

☎
77
‐
１
１
１
２

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
参
加
者
に
は
粗

品
を
進
呈
し
ま
す
。

◎
日
時
／
１
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
～

◎
場
所
／
綾
町
公
民
館
文
化
ホ
ー

ル
◎
内
容
／
女
性
の
会
に
よ
る
活
動

報
告
、映
画「
は
な
ち
ゃ
ん
の
み

そ
汁
」
の
上
映
（
食
育
と
乳
が

ん
検
診
の
啓
発
運
動
と
し
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

綾
か
ら
の
お
く
り
も
の
展

◎
期
間
／
１
月
10
日
（
水
）
ま
で

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◎
内
容
／
お
年
賀
な
ど
に
適
し
た

特
産
品
の
展
示
販
売

雛
山
ま
つ
り
写
真
展

◎
期
間
／
１
月
13
日
（
土
）
～
24

日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

天
然
石
・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

展
示
会

◎
期
間
／
１
月
27
日
（
土
）
～
２

月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時
30
分
（
最
終
日
は
４
時

ま
で
）

お
知
ら
せ

・
年
末
年
始
の
休
業
は
12
月
30
日

（
土
）
～
１
月
２
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

放
送
大
学
の
学
生
募
集

除
夜
の
鐘
つ
き

成
人
式

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

新
年
賀
詞
交
歓
会

第
25
回
女
性
の
集
い
大
会

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

消
防
始
め
式
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